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CDC3-2018-900092
PSNN-2018-0152廃棄物ストリームの検討 背景

※1原⼦⼒損害賠償・廃炉等⽀援機構，東京電⼒ホールディングス(株）福島第⼀原⼦⼒発電所の廃炉のための技術戦略プラン2016
※2廃炉・汚染⽔対策関係閣僚等会議，東京電⼒ホールディングス（株）福島第⼀原⼦⼒発電所の廃⽌措置等に向けた中⻑期ロードマップ（平成29年9⽉26⽇）に記
載の内容を東芝にて修⽂
※3写真類；技術研究組合国際廃炉研究開発機構，平成25年度補正予算廃炉汚染⽔対策事業費補助⾦ 事故廃棄物処理・処分の研究開発 研究報告書

？
（調査段階）

高性能容器（HIC）
廃吸着塔

伐採木

瓦礫類

除染スラッジ

 福島第⼀原⼦⼒発電所（以下、１Ｆ）で発⽣した固体廃棄物は、破損した燃
料に由来した放射性物質等の付着、塩分の含有、多量であることなど、従来の原
⼦⼒発電所で発⽣していた廃棄物とは特徴が異なる※1

 １Ｆの固体廃棄物対策については、性状把握から処理・処分に⾄るまでの⼀体と
なった対策の検討を国の総⼒を挙げ取り組んでいる※2

 ⽡礫（⾦属・コンクリート）や⽔処理⼆次廃棄物などの固体廃棄物が継続して
発⽣し続けており、それぞれの特徴に応じた保管、処理、処分⽅法の検討が必要



©International Research Institute for Nuclear Decommissioning

No.2

CDC3-2018-900092
PSNN-2018-0152

• 本プロジェクトで研究対象としている「固体
廃棄物」は、保管廃棄物の安定化処理な
どを経て、「より安定な状態に向けて計画
的に措置すべきリスク源（分類Ⅲ）」と定
義されている

• 廃棄物ストリームでは、固体廃棄物の性状
に関する情報が少ないという特徴を踏まえ、
全体の安全性、および合理性を確保しな
がら、発⽣から保管、分別・減容・安定化
を経て、⻑期保管あるいは処分にいたる
流れ（廃棄物ストリーム）を整備し、全体
を俯瞰するとともに、情報をフィードバックす
ることで研究開発を合理的、効率的に進
めることを⽬的として検討を進めている

図は原⼦⼒損害賠償・廃炉等⽀援機構，東京電⼒ホールディングス(株)福島第⼀原⼦⼒発電所の廃炉のための技術戦
略プラン2017から引⽤

図 福島第⼀原⼦⼒発電所に
係るリスクレベルの例

廃棄物ストリームの検討 背景
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廃棄物ストリームの検討 これまでの検討概要
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。



©International Research Institute for Nuclear Decommissioning

No.4

CDC3-2018-900092
PSNN-2018-0152

全ての廃棄物をリスト化
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。
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全ての廃棄物をリスト化
１Ｆの固体廃棄物としてどのようなものがあるかを整理するため発⽣時期、発⽣場
所、廃棄物名称、性状、汚染区分、汚染履歴、処分安全評価との関係、発⽣量、
分析有無、保管場所をまとめ、「福島第⼀事故廃棄物リスト」を整備した。

公開可否

○：可 ×：否

8 本 - 本 ○

455 本 - 本 ○

10 本 - 本 ○

36 本 - 本 ○

1 本 - 本 ○

1 本 - 本 ○

33 本 - 本 ○

2 本 - 本 ○

94 本 - 本 ○

6 本 - 本 ○

0 本 - 本 ○

0 本 - 本 ○

有害物等2014年12月末 将来見込
放射能濃度 線量

化学組成

含水率

発生量

核種

仮保管施設 吸着塔

処理水から評価 Cs137 3.3E+14 Bq/カラム 1 第二仮保管施設

一時保管施設（第一施設）

一時保管施設（第四施設）

処理水から評価 Cs137 8.1E+14 Bq/カラム 1 第二仮保管施設

一時保管施設（第一、第四施設）

分析

サンプル数
最大放射能濃度

濃度(Bq/g)
α核種検出 参照文献

保管

保管場所 保管形態

発生時期

発生理由 外形

復旧対策 汚染水処理 吸着塔 １～４号機PP内 焼却工作建屋 セシウム吸着装置 SMZ

H

AGH

EH

KH

TSG

ろ過砂

空容器

吸着塔 １～４号機PP内 高温焼却炉建屋 第二セシウム吸着装置 IE-96

IE-911

EN-101

HS-726

廃棄物名称

廃棄物リスト

発生場所

号機、
構内エリア

建屋
場所、フロア

設備　等

１Ｆの廃棄物を網羅的に調査
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廃棄物を分類
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。
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廃棄物を分類
「性状」、「汚染区分」、「汚染源
／汚染履歴」をもとに以下の通り
分類した。
1. 圧⼒容器
2. 格納容器⾦属
3. 格納容器コンクリート
4. 建屋⾦属
5. 建屋コンクリート
6. ⽡礫⾦属
7. ⽡礫コンクリート
8. 可燃物
9. 汚染⽔処理⼆次廃棄物（吸着塔；

SARRY、KURIONなど）
10. 汚染⽔処理⼆次廃棄物（多核種除去

装置、RO濃縮⽔処理設備、モバイル型
Sr除去装置など）

11. 汚染⽔処理⼆次廃棄物（除染装置ス
ラッジ）

12. 汚染⽔処理⼆次廃棄物（フィルタ）
13. 汚染⽔処理⼆次廃棄物（濃縮廃液）
14. デブリ取出しに伴い発⽣する廃棄物

図はいずれも技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成25年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（事故
廃棄物処理・処分技術の開発）」 研究報告書（平成27年3⽉）から引⽤
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分類毎に処理の選択肢を検討
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。
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分類毎に処理の選択肢を検討（処理フローの構築）

以下のステップに従い、廃棄物分類毎に処理フローを構築した
廃棄物の発⽣ ；廃棄物リスト中の主要な廃棄物を記載
↓
⼀時保管 ；廃棄物発⽣から，前処理・処理・再加⼯までの保管について記載
↓
前処理・処理・再加⼯；廃棄物の前処理・処理・再加⼯について記載
↓
保管 ；前処理・処理・再加⼯から廃棄体化までの保管について記載
↓
廃棄体化 ；廃棄体化について記載
↓
廃棄前保管 ；廃棄体化から処分・再利⽤までの保管について記載
↓
処分・再利⽤ ；処分・再利⽤⽅法について記載
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分類毎に処理の選択肢を検討（処理フローの構築）

 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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廃棄体化 

分別 

多核種 HIC 

（スラリー） 
HIC 保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

ストリームＳ６ 

HIC 保管 

ストリームＳ８ 

漏洩拡大防止 
（堰設置等） 

除染 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

固型化 

Ｅ 

別容器収納 

現状保管継続 

解体・分別 

図 多核種除去設備スラリーの例

⼀つの廃棄物に対して複数
の処理の選択肢がある
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処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。
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処理の選択肢の絞り込み手法の検討
英国のBPEO（Best Practical Environmental Option）評価を参考にオプション絞込
⼿法を検討し事例検討により適⽤性評価を実施。
評価を⾏うことにより、不⾜しているインプット情報が明確になり、かつ、包括的に現状評価と課
題を抽出できる可能性があることがわかった
その⼀⽅、定量的な評価を⽤いてシナリオを絞り込む上では、指標の妥当性（安全に関する
指標とその他の合理化に関する指標を分ける必要があるか否か）や、定量化⽅法の体系化
（値付けのプロセスの透明性と追跡性の確保）が必要であることがわかった

※ 炭酸塩スラリの例
（次葉以降に拡⼤図を記載）

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2６年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書（平成29年3⽉）から引⽤
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処理の選択肢の絞り込み手法の検討
【インプット】 【評価フロー】 【アウトプット】

・廃棄物ストリームの目的 (1)長期保管と処分のための処理方法の絞込
み・選定する。

・NDF技術戦略プラン
・ブレインストーミング結果

(2)絞込みの判定基準
「安全」「確実」「合理的」「迅速」「現場指向」を
判定基準とする

・廃棄物データベース
・「性状把握」：分析結果、インベントリ等
・「廃棄物ストリーム」：処理フロー

(3)各廃棄物の処理選択肢(案)
・処理フローを見直す。極端な処理パターン
「Do Nothing」「Do Everything」を設定すると共
に、処理目的が同じボックスを統合する。

・極端な処理方法
・「処理・長期保管方策の検討」及び「処分に関する
検討」：保管体に最低限求める仕様等(現状保管継続
可否、処分への影響等)、廃棄体に最低限求める仕
様等(含水物の直接処分可否、固型化妨害物質の有
無、有機物の混入可否等)

(4)各廃棄物の処理選択肢

・(2)判定基準
・(4)処理の選択肢
・現場状況(東電HD公開資料等)
・「処理・長期保管方策の検討」：技術成熟度、1F適
用性、物質収支、安全性、保管体としての適切性、コ
スト等
・「性状把握」：線量、飛散・漏洩リスク、環境安全、廃
棄物の潜在的リスク等
・「処分に関する検討」：処分適合性等

Step1：Define Objectives

Step2：Identify Decision 
Criteria

Step3：Develop Options

Step4：Apply Constraints

Step5：Evaluate Options (5)各廃棄物に対する定性的評価結果

(1)事業目的の具体化

(2)判定基準の設定

(3)選択肢の構築

(4)一次スクリーニング

(5)選択肢の評価
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処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
【インプット】 【評価フロー】 【アウトプット】

(6)各選択肢に対する定量的評価結果
AHP手法を用いて、判定基準及び選択肢の一
対評価を行い重みづけする。

(7)各選択肢の総合重要度比較表(案)
判定基準及び選択肢の一対評価の結果を統
合し、各選択肢の総合重要度を算出する。

(8)各選択肢の総合重要度比較表

・(6)選択肢の定量評価結果
・AHP手法

(9)選択肢の候補をリスト化
評価点の算出結果及び重みづけの妥当性検
討結果を基に、有望な選択肢をリスト化する。

・(9)候補リスト
・繰り返し評価結果

Step6：Weight Decision 
Criteria

Step7：Generate Final 
Option Scores

Step8：Sensitivity Analysis

Step9：Create 
Shortlist/Iterate

Step10：Identify BPEO (10)選択肢の決定

(6)重みづけの設定

(7)評価点の算出

(8)重みづけの妥当性検討

(9)選択肢の候
補をリスト化

(10)選択肢を同定

・(2)判定基準
・(5)定性的評価
・AHP手法
・「処理・長期保管方策の検討」：技術成熟度、1F適
用性、物質収支、安全性、保管体としての適切性、コ
スト等
・「性状把握」：線量、飛散・漏洩リスク、環境安全、廃
棄物の潜在的リスク等
・「処分に関する検討」：処分適合性等

・(7)総合重要度比較表(案)
・感度解析

・(8)総合重要度比較表
・ステークホルダーの意見
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処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
多核種除去設備のスラリーを例に選択肢の絞り込みを試⾏

 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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廃棄体化 

分別 

多核種 HIC 

（スラリー） 
HIC 保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

ストリームＳ６ 

HIC 保管 

ストリームＳ８ 

漏洩拡大防止 
（堰設置等） 

除染 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

固型化 

Ｅ 

別容器収納 

現状保管継続 

解体・分別 

A,B,C,D,Eの選択肢に対して、５つ
の観点（安全，確実，合理的，
迅速，現場指向）から重み付けを
実施し有望な選択肢が選定可能か
試⾏した。

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2６年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書（平成29年3⽉）から作図
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処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討

判断指標判断指標

判
断
指
標
に
重
み
付
け

・ 試⾏結果（HICスラリーの場合）
判断指標は、５つの観点（安全，確実，合理的，迅速，現場指向）をブレインストーミングで展開して設定した。

他の指標も考え得る。
現状のまま作業しないことが、技術成熟度が⾼く・放射線安全が⾼く・コストが低い、と評価すると、現状のまま保管する

⽅策Aが総合評価点が⾼くなった
閉じ込め性の重み付けを⾼くすると、他の判断指標の評価点が低いにも関わらず、⾼度な処理をする⽅策Eの総合評

価点が⾼くなった
・考察
設定する判断指標は、⽴場の異なる関係者が広く納得できるものとする必要がある。

・ 廃棄物量（発⽣量低減）といった、⽴場によらず、少なければ少ないほど良いものもある
評価⽅針によって評価点が変化しやすい判断指標について、詳しく検討を進める必要がある

・ 放射線安全（廃棄物の放射能濃度を含む）、閉じ込め性、技術成熟度、など

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2６年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書（平成29年3⽉）から引⽤
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全体を統合する⽅法を検討
1. 全ての廃棄物をリスト化

固体廃棄物を網羅的に検討するため、1F廃棄物を廃棄物リストとしてまとめた。

2. 廃棄物を分類
廃棄物リストに記載の廃棄物を「性状」、「汚染区分」、「汚染源／汚染履歴」
などで分類した。

3. 分類毎に処理の選択肢を検討
分類した廃棄物の処理の選択肢を検討し、処理フローを構築した。

4. 処理の選択肢の絞り込み⼿法の検討
処理フローにおける処理の選択肢の絞り込み⼿法を検討した。

5. 全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ストリームの構築）
研究成果や新たな課題など、全体を統合する⽅法を検討し、廃棄物ストリーム
を構築した。
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全体を統合する⽅法を検討（情報の流れを整理）

各ステップの検討に必
要な情報、および課題

必要な情報と
課題を整理

東電ＨＤ殿
保管管理計画

中⻑期
ロードマップ

廃棄物毎に各ステップの
検討時期を設定

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加
⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

S1_圧⼒容器 ー （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S2_格納容器⾦属 ー （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S3_格納容器コンクリート ー （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S4_建屋内⾦属 ー （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S5_建屋内コンクリート ー （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S6_⽡礫⾦属 ー （発⽣中） （保管中） （計画済み） （計画済み） （未設定） （未設定） （未設定）
S7_⽡礫コンクリート ー （発⽣中） （保管中） （計画済み） （計画済み） （未設定） （未設定） （未設定）

可燃性雑固体、伐採⽊ S8_可燃物 ー （発⽣中） （保管中） （焼却処理中） （保管中） （未設定） （未設定） （未設定）
S9_吸着塔１ ＫＵＲＩＯＮ，ＳＡＲＲＹ （発⽣中） （保管中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S9_吸着塔２ モバイル浄化装置 （発⽣中） （保管中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S10_多核種除去装置３－ スラリー （発⽣中） （保管中） ⾄近３か年のうち早期 ⾄近３か年のうち早期 （未設定） （未設定） （未設定）
S10_多核種除去装置３－ 吸着材 （発⽣中） （保管中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S10_多核種除去装置４－ 処理カラム （発⽣中） （保管中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S11_除染装置スラッジ ＡＲＥＶＡ （発⽣終了） （保管中） ⾄近３か年のうち早期 ⾄近３か年のうち早期 （未設定） （未設定） （未設定）
S12_フィルタb ⾼性能多核種 （発⽣中） （発⽣中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S13_濃縮廃液 エバポ濃縮廃液 （発⽣停⽌中） （発⽣中） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
S14_デブリ取出し前の発⽣廃
棄物(横アクセス) 横アクセス ⾄近の３か年 ⾄近の３か年（要否含⾄近の３か年 ⾄近の３か年 （未設定） （未設定） （未設定）

S14-1_デブリ取出し前の発
⽣廃棄物(縦アクセス)

縦アクセス ⾄近の３か年 ⾄近の３か年（要否含⾄近の３か年 ⾄近の３か年 （未設定） （未設定） （未設定）

汚染⼟壌等 （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
⾦属（ＳＦＰ、サイトバンカ
保管物等） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）

樹脂 （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定） （未設定）
保管廃棄物

廃棄物分類

解体に伴って発⽣する
可能性のある廃棄物

仮設処理装置、タンク
類

⽔処理２次廃棄物

デブリ取出し前の発⽣廃棄

研究成果

インプット 検討内容 アウトプット
情報と要求事項、研究開発が必要な時期を整理し、廃棄物毎に研究を計画、管理する

：運用中

：計画中

廃棄前

保管
（全ストリーム）

滞
留
水
処
理
等
復
旧
対
策

吸着塔、ＨＩＣ保管施設
（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１２）

吸着塔（ＫＵＲＩＯＮ、ＳＡ

ＲＲＹ、モバイル浄化装置）、

多核種除去装置（吸着材、吸

着塔）、フィルタ（高性能多

除染スラッジ

濃縮廃液（蒸発濃縮廃液）

水処理２次廃棄物の処理・保管・廃棄体化のための設備、施設

（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１４）
Ｐ／ＭＢ Ｄピット

（ストリームＳ１１）

雑固体焼却設備
（ストリームＳ８）

金属、コンクリート等の

廃棄体化のための

設備、施設

（全ストリーム）

原
子
炉
・
建
屋
の
解
体
廃
棄
物

一時保管

（ストリームＳ６）

テント、覆土、屋外集積、屋外

容器収納、固体庫

保
管
廃
棄
物 樹脂

金属
（ＳＦＰ、サイトバンカ

保管物等）

がれき類

可燃性雑固体

仮設処理装置・タンク等

一次保管

（ストリームＳ１３）

可燃物一時保管
（ストリームＳ８）

伐採木

汚染土壌等

一時保管

（ストリームＳ８）

除染設備

金属廃棄物、コンクリート等の処理・保管 設備、施設
（ストリームＳ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ１４）

一時保管

燃料デブリ・燃料デブリ付着

物 保管施設

廃棄物の発生 廃棄体化 廃棄前

保管

前処理・処理

・再加工

水処理二次廃棄物

汚染土一時保管施設

大型廃棄物保管庫
（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１２）

焼却炉前処理設備

増設雑固体焼却設備

増設固体廃棄物貯蔵庫
（ストリームＳ６）

減容処理設備
（ストリームＳ６）

増設固体廃棄物貯蔵庫
（ストリームＳ６）

解体に伴って発生する可

能性のある廃棄物

処分

・

再利用

一時保管

処分

・

再利用

デブリ取出し前の発生廃

棄物

保管

保管

ストリームＳ１４
次の処理フローと同じ扱いの組み合わせ

圧力容器（ストリームＳ１）、格納容器金属（Ｓ２）、格納容器コンクリート（Ｓ３）、建屋内金属（Ｓ４）、建屋内コンクリート（Ｓ５）、多核種除去装置（Ｓ１０）、フィルタ（Ｓ１２）

本図は、検討の進捗を反映して見直していく

焼却灰保管
（ストリームＳ８）

＋

一時保管

２次廃棄物等

２次廃棄物等

燃料デブリ付着物

２次廃棄物等２次廃棄物等

保管廃棄物については
今後検討が必要

２次廃棄物等

２次廃棄物等

多核種除去設備（スラリー）（ストリームＳ１０）

除染スラッジ（ストリームＳ１１）

直
近
５
年
以
内
に
方
針
を
決
め
る
べ
き
範
囲

固
体
廃
棄
物
の
保
管
管
理
計
画
等
で
方
針
が
決
ま
っ
て
い
る
範
囲

時
間
を
か
け
て
方
針
を
決
め
て
い
く
範
囲

廃棄物管理の全体像
（次⾴以降に詳細）

+

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（検認、処分の観
点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

取出し・物流ルート

処分・再利⽤
（未設定）
・処分区分

・廃棄体技術基準

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

廃棄前保管（未設定）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

廃棄体を健全に保つ観点での
保管への要求

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（処分の観点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート 廃棄体化（未設定）
・廃棄体化技術

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

技術基準への適合
レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

核種組成・核種濃度
材質・化学組成（保管の観点）
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

保管
（⾄近３か年で早期）

・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい保管期間

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい保管期間

核種組成・核種濃度（処理の観
点）
材質・性状・化学組成（同上）
形状・⼨法（同上）
線量率（作業、敷地境界の観
点）

取出し・物流ルート

前処理・処理・再加⼯
（⾄近３か年で早期）

・処理⽬的
・処理技術

漏えい・⾶散防⽌への要求
レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
再利⽤⽤途

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質
の影響有無検討

物量
材質（⻑期安定性、腐⾷、⽔
素）
形状・⼨法（⽬視）
線量率（敷地境界の観点）

⼀時保管（保管継続）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

廃棄物（発⽣継続）
・廃棄物の物性把握

物量の最新情報
⼀時保管に必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯に必要
な性状調査要求 保管に必要な性状調査要求 廃棄体化に必要な性状調査

要求

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

検認の観点からの調査要求
処分区分の観点からの調査要
求（処分影響物質、安全評
価⽤ソースターム設定、等）

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

⿊字：国プロ（2018年度までの）の研究計画外
⾚字：国プロ（2018年度までの）の研究計画にて検討予定（未着⼿）
⻘字：着⼿済み、⼀部検討済み
緑字：検討済み

各ステップへのインプットする情報

各ステップへフィードバックする要求事項

至近３年で早期に決定する範囲

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（検認、処分の観
点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

取出し・物流ルート

処分・再利⽤
（未設定）
・処分区分

・廃棄体技術基準

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

廃棄前保管（未設定）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

廃棄体を健全に保つ観点での
保管への要求

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（処分の観点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート 廃棄体化（未設定）
・廃棄体化技術

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

技術基準への適合
レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

核種組成・核種濃度
材質・化学組成（保管の観点）
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

保管
（⾄近３か年で早期）

・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい保管期間

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい保管期間

核種組成・核種濃度（処理の観
点）
材質・性状・化学組成（同上）
形状・⼨法（同上）
線量率（作業、敷地境界の観
点）

取出し・物流ルート

前処理・処理・再加⼯
（⾄近３か年で早期）

・処理⽬的
・処理技術

漏えい・⾶散防⽌への要求
レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
再利⽤⽤途

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質
の影響有無検討

物量
材質（⻑期安定性、腐⾷、⽔
素）
形状・⼨法（⽬視）
線量率（敷地境界の観点）

⼀時保管（保管継続）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

廃棄物（発⽣継続）
・廃棄物の物性把握

物量の最新情報
⼀時保管に必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯に必要
な性状調査要求 保管に必要な性状調査要求 廃棄体化に必要な性状調査

要求

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

検認の観点からの調査要求
処分区分の観点からの調査要
求（処分影響物質、安全評
価⽤ソースターム設定、等）

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

⿊字：国プロ（2018年度までの）の研究計画外
⾚字：国プロ（2018年度までの）の研究計画にて検討予定（未着⼿）
⻘字：着⼿済み、⼀部検討済み
緑字：検討済み

各ステップへのインプットする情報

各ステップへフィードバックする要求事項

至近３年で早期に決定する範囲

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（検認、処分の観
点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

取出し・物流ルート

処分・再利⽤
（未設定）
・処分区分

・廃棄体技術基準

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

廃棄前保管（未設定）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

廃棄体を健全に保つ観点での
保管への要求

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（処分の観点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート 廃棄体化（未設定）
・廃棄体化技術

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

技術基準への適合
レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

核種組成・核種濃度
材質・化学組成（保管の観点）
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

保管
（⾄近３か年で早期）

・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい保管期間

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい保管期間

核種組成・核種濃度（処理の観
点）
材質・性状・化学組成（同上）
形状・⼨法（同上）
線量率（作業、敷地境界の観
点）

取出し・物流ルート

前処理・処理・再加⼯
（⾄近３か年で早期）

・処理⽬的
・処理技術

漏えい・⾶散防⽌への要求
レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
再利⽤⽤途

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質
の影響有無検討

物量
材質（⻑期安定性、腐⾷、⽔
素）
形状・⼨法（⽬視）
線量率（敷地境界の観点）

⼀時保管（保管継続）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

廃棄物（発⽣継続）
・廃棄物の物性把握

物量の最新情報
⼀時保管に必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯に必要
な性状調査要求 保管に必要な性状調査要求 廃棄体化に必要な性状調査

要求

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

検認の観点からの調査要求
処分区分の観点からの調査要
求（処分影響物質、安全評
価⽤ソースターム設定、等）

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

⿊字：国プロ（2018年度までの）の研究計画外
⾚字：国プロ（2018年度までの）の研究計画にて検討予定（未着⼿）
⻘字：着⼿済み、⼀部検討済み
緑字：検討済み

各ステップへのインプットする情報

各ステップへフィードバックする要求事項

至近３年で早期に決定する範囲

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（検認、処分の観
点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

取出し・物流ルート

処分・再利⽤
（未設定）
・処分区分

・廃棄体技術基準

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣挙動
漏えい・⾶散の程度
検認シナリオ・⽅法

廃棄前保管（未設定）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

廃棄体を健全に保つ観点での
保管への要求

核種組成・核種濃度（検認、処
分の観点）
材質・化学組成（処分の観点）
線量率

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

取出し・物流ルート 廃棄体化（未設定）
・廃棄体化技術

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

技術基準への適合
レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

核種組成・核種濃度
材質・化学組成（保管の観点）
線量率（敷地境界の観点）

取出し・物流ルート

減容性
ガス発⽣の程度
漏えい・⾶散の程度
処理した廃棄物（性状・量）
⼆次廃棄物（性状・量）

保管
（⾄近３か年で早期）

・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい保管期間

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい保管期間

核種組成・核種濃度（処理の観
点）
材質・性状・化学組成（同上）
形状・⼨法（同上）
線量率（作業、敷地境界の観
点）

取出し・物流ルート

前処理・処理・再加⼯
（⾄近３か年で早期）

・処理⽬的
・処理技術

漏えい・⾶散防⽌への要求
レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
再利⽤⽤途

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質
の影響有無検討

物量
材質（⻑期安定性、腐⾷、⽔
素）
形状・⼨法（⽬視）
線量率（敷地境界の観点）

⼀時保管（保管継続）
・保管場所
・保管⽅法

・線量率（敷地境界の観
点）

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

望ましい分別程度
廃棄物管理を具体化するため
の放射能濃度

廃棄物（発⽣継続）
・廃棄物の物性把握

物量の最新情報
⼀時保管に必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯に必要
な性状調査要求 保管に必要な性状調査要求 廃棄体化に必要な性状調査

要求

減容性の観点での要求
ガス発⽣の観点での要求
漏えい・⾶散の観点での要求
検認の観点での要求

検認の観点からの調査要求
処分区分の観点からの調査要
求（処分影響物質、安全評
価⽤ソースターム設定、等）

廃棄物の発⽣ ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

⿊字：国プロ（2018年度までの）の研究計画外
⾚字：国プロ（2018年度までの）の研究計画にて検討予定（未着⼿）
⻘字：着⼿済み、⼀部検討済み
緑字：検討済み

各ステップへのインプットする情報

各ステップへフィードバックする要求事項

至近３年で早期に決定する範囲

 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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考え方 

留意事項 

 【共通事項】 
・ＨＩＣ容器内で保管。 

(※1) 
【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
 － 
【個別事項】 
・スラリーの取出し。(※2) 
・漏えいリスクの低減。(※3)  
・ＨＩＣ外側容器は切断し保管。必要に

応じて除染。(※4) 
 

【共通事項】 
・必要な場合は廃棄体化処理用の容器

に収納。 
(※6) 

【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
・スラリーは処分に適合するよ

う固型化またはそのまま保

管。(※7) 
【個別事項】 
 － 

 【共通事項】 
・α 核種を含む廃棄物はＴＲ

Ｕ廃棄物（地層処分対象）

として扱う前提。(※8) 
・ＨＩＣ外側容器は可能であ

れば再資源化。(※9) 
【個別事項】 
 － 

 

廃棄体化 

取出し 

多核種 HIC 

（スラリー） 
HIC 保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

除染 再利用 再加工 

※1 

※2 

※3 

※4

※6 

※6 

※7 

※7 

※8 

※9 

HIC保管 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

※6 

※7 

漏洩拡大防止 

（堰設置等） 

解体・分別 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

【線量区分値】政令濃度上限値*1，埋設規則*2から設定 

・線量(ＴＲＵ相当)*1；>10
11
（Bq/t）α濃度 

・線量(高Ｌ１相当)*2；>10
15
（Bq/t）60Co，>10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(高)*2；<10
15
（Bq/t）60Co，<10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(中)*2；<10
10
（Bq/t）60Co，<10

8
（Bq/t）137Cs 

・線量(低)；検討が必要 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｇ 

Ｇ’ 

固型化 
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 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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考え方 

留意事項 

 【共通事項】 
・ＨＩＣ容器内で保管。 

(※1) 
【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
 － 
【個別事項】 
・スラリーの取出し。(※2) 
・漏えいリスクの低減。(※3)  
・ＨＩＣ外側容器は切断し保管。必要に

応じて除染。(※4) 
 

【共通事項】 
・必要な場合は廃棄体化処理用の容器

に収納。 
(※6) 

【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
・スラリーは処分に適合するよ

う固型化またはそのまま保

管。(※7) 
【個別事項】 
 － 

 【共通事項】 
・α 核種を含む廃棄物はＴＲ

Ｕ廃棄物（地層処分対象）

として扱う前提。(※8) 
・ＨＩＣ外側容器は可能であ

れば再資源化。(※9) 
【個別事項】 
 － 

 

廃棄体化 

取出し 

多核種HIC 

（スラリー） 
HIC保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

除染 再利用 再加工 

※1 

※2 

※3 

※4

※6 

※6 

※7 

※7 

※8 

※9 

HIC 保管 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

※6 

※7 

漏洩拡大防止 

（堰設置等） 

解体・分別 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

【線量区分値】政令濃度上限値*1，埋設規則*2から設定 

・線量(ＴＲＵ相当)*1；>10
11
（Bq/t）α濃度 

・線量(高Ｌ１相当)*2；>10
15
（Bq/t）60Co，>10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(高)*2；<10
15
（Bq/t）60Co，<10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(中)*2；<10
10
（Bq/t）60Co，<10

8
（Bq/t）137Cs 

・線量(低)；検討が必要 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｇ 

Ｇ’ 

固型化 

Ｅ 

 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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考え方 

留意事項 

 【共通事項】 
・ＨＩＣ容器内で保管。 

(※1) 
【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
 － 
【個別事項】 
・スラリーの取出し。(※2) 
・漏えいリスクの低減。(※3)  
・ＨＩＣ外側容器は切断し保管。必要に

応じて除染。(※4) 
 

【共通事項】 
・必要な場合は廃棄体化処理用の容器

に収納。 
(※6) 

【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
・スラリーは処分に適合するよ

う固型化またはそのまま保

管。(※7) 
【個別事項】 
 － 

 【共通事項】 
・α 核種を含む廃棄物はＴＲ

Ｕ廃棄物（地層処分対象）

として扱う前提。(※8) 
・ＨＩＣ外側容器は可能であ

れば再資源化。(※9) 
【個別事項】 
 － 

 

廃棄体化 

取出し 

多核種 HIC 

（スラリー） 
HIC 保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

除染 再利用 再加工 

※1 

※2 

※3 

※4

※6 

※6 

※7 

※7 

※8 

※9 

HIC保管 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

※6 

※7 

漏洩拡大防止 

（堰設置等） 

解体・分別 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

【線量区分値】政令濃度上限値*1，埋設規則*2から設定 

・線量(ＴＲＵ相当)*1；>10
11
（Bq/t）α濃度 

・線量(高Ｌ１相当)*2；>10
15
（Bq/t）60Co，>10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(高)*2；<10
15
（Bq/t）60Co，<10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(中)*2；<10
10
（Bq/t）60Co，<10

8
（Bq/t）137Cs 

・線量(低)；検討が必要 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｇ 

Ｇ’ 

固型化 

Ｅ 

 廃棄物の発生 一次保管 前処理・処理・再加工 
（安定化処理） 

保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利用 
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考え方 

留意事項 

 【共通事項】 
・ＨＩＣ容器内で保管。 

(※1) 
【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
 － 
【個別事項】 
・スラリーの取出し。(※2) 
・漏えいリスクの低減。(※3)  
・ＨＩＣ外側容器は切断し保管。必要に

応じて除染。(※4) 
 

【共通事項】 
・必要な場合は廃棄体化処理用の容器

に収納。 
(※6) 

【個別事項】 
 － 

【共通事項】 
・スラリーは処分に適合するよ

う固型化またはそのまま保

管。(※7) 
【個別事項】 
 － 

 【共通事項】 
・α 核種を含む廃棄物はＴＲ

Ｕ廃棄物（地層処分対象）

として扱う前提。(※8) 
・ＨＩＣ外側容器は可能であ

れば再資源化。(※9) 
【個別事項】 
 － 

 

廃棄体化 

取出し 

多核種 HIC 

（スラリー） 
HIC 保管 

水分 
低減 

容器保管 

保管 

処分 

汚染区分：XI-4 

廃棄確認 

可燃物 

（PE容器等） 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

除染 再利用 再加工 

※1 

※2 

※3 

※4

※6 

※6 

※7 

※7 

※8 

※9 

HIC保管 

保管 容器保管 廃棄体化 

ピット処分 

保管 

廃棄確認 

減容 

※6 

※7 

漏洩拡大防止 

（堰設置等） 

解体・分別 HIC残材 保管 

金属 

（SUS補強体等） 

【線量区分値】政令濃度上限値*1，埋設規則*2から設定 

・線量(ＴＲＵ相当)*1；>10
11
（Bq/t）α濃度 

・線量(高Ｌ１相当)*2；>10
15
（Bq/t）60Co，>10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(高)*2；<10
15
（Bq/t）60Co，<10

14
（Bq/t）137Cs 

・線量(中)*2；<10
10
（Bq/t）60Co，<10

8
（Bq/t）137Cs 

・線量(低)；検討が必要 

漏洩防止拡大保管 

Ａ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｇ 

Ｇ’ 

固型化 

Ｅ 

（処理フロー）

廃棄物管理の
全体像を確認

時間軸整理表
（次⾴以降に詳細）

廃棄物毎の
インプット整理表
（次⾴以降に詳細）

廃棄物毎の
課題と成果整合リスト

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2８年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書に掲載予定
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廃棄物 ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成
放射能濃度

―
(⼀時保管されている原廃棄物をそのまま

処分することはないため)

処分対象廃棄物の物量
処分対象廃棄物仕様(浸出性、含有
物、化学組成、核種組成、放射能濃
度、発熱性、強度、線量率、ガス発⽣程
度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

―
(廃棄体化または固型化されていない処
理物をそのまま処分することはないため)

廃棄体化物の物量
廃棄体化後の廃棄物仕様(浸出性、含
有物、化学組成、核種組成、放射能濃
度、発熱性、強度、線量率、ガス発⽣程
度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

廃棄前保管物の物量
廃棄前保管後の廃棄物仕様(浸出性、
含有物、化学組成、核種組成、放射能
濃度、発熱性、強度、線量率、ガス発⽣
程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

処分・再利⽤
・処分区分

・廃棄体技術基準

―
（原廃棄物をそのまま処分することはない

ため）

―
(⼀時保管されている原廃棄物をそのまま

処分することはないため)

廃棄前保管対象廃棄物の物量
処理物(固化体)の仕様(含有物、化学
組成、核種組成、放射能濃度、含⽔
量、発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣
程度、強度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

―
(廃棄体化または固型化されていない処
理物をそのまま処分することはないため)

廃棄体化物の物量
廃棄体化物の仕様(含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、
発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程
度、強度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

廃棄前保管
・保管容量
・保管⽅法

・廃棄確認⽅法

廃棄体を健全に保つ観点での保管への
要求

原廃棄物の発⽣量
分別程度
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学
組成、核種組成、放射能濃度、含⽔
量、発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣
程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表
⾯線量率)
分別程度
⼀時保管後の廃棄物仕様(形状、含有
物、化学組成、核種濃度、放射能濃
度、ガス発⽣程度、⾶散性、発熱性)

前処理・処理・再加⼯物の物量
前処理・処理・再加⼯後の廃棄物仕様
(含有物、化学組成、核種濃度、放射
能濃度、ガス発⽣程度、⾶散性、発熱
性)
容器仕様(材質、形状、表⾯線量率)

保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表
⾯線量率)
保管後の廃棄物仕様(含有物、化学組
成、核種濃度、放射能濃度、ガス発⽣
程度、⾶散性、発熱性)

廃棄体化
・処理容量
・処理⽅法

廃棄確認項⽬
廃棄確認⽅法

レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

―
（原廃棄物を処理せずに保管することは

ないため）

―
（⼀時保管されている原廃棄物を処理

せずに保管することはないため）

前処理・処理・再加⼯対象廃棄物の物
量
処理物の仕様(形状、含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、
発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程
度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

保管
・保管容量
・保管⽅法

廃棄体化までの保管期間(廃棄体化の
処理期間)

―
(廃棄体化または固型化されていない処
理物をそのまま処分することはないため)

―
(廃棄体化または固型化されていない処
理物をそのまま処分することはないため)

原廃棄物の発⽣量
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学
組成、核種組成、放射能濃度、含⽔
量、発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣
程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表
⾯線量率)
分別程度
⼀時保管後の廃棄物仕様(形状、含有
物、化学組成、核種濃度、放射能濃
度、ガス発⽣程度、⾶散性、発熱性)

前処理・処理・再加⼯
・処理容量
・処理⽅法

処理物を保管するのに必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯物の受け⼊れ⽅
法
廃棄体化処理⽅法

廃棄確認項⽬
廃棄確認⽅法

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質の影響有無
検討

原廃棄物の発⽣量
分別程度
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学
組成、核種組成、放射能濃度、含⽔
量、発熱量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣
程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管
・保管容量
・保管⽅法

前処理・処理・再加⼯までの保管期間
(再処理・処理・再加⼯の処理期間)

―
（⼀時保管されている原廃棄物を処理

せずに保管することはないため）

廃棄体化までの⼀時保管期間(廃棄体
化の処理期間)

―
(⼀時保管されている原廃棄物をそのまま

処分することはないため)

―
(⼀時保管されている原廃棄物をそのまま

処分することはないため)

廃棄物
・廃棄物の物性把握

原廃棄物を保管するのに必要な性状調
査要求

原廃棄物を前処理・処理・再加⼯するの
に必要な性状調査要求

―
（原廃棄物を処理せずに保管することは

ないため）

原廃棄物を廃棄体化するのに必要な性
状調査要求

―
（原廃棄物をそのまま処分することはない

ため）
処分に必要な性状調査要求

廃棄物 ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

作成：2017年度

各ステップへのインプットする情報

各ステップへインプットする課題

全体を統合する⽅法を検討（各ステップの検討に必要な情報と課題の整理）

各ステップ間の情報の流れを整理する、インプット整理表を作成

インプット整理表の例

①各ステップで検討する内容を記載
例）「前処理・処理・再加⼯」では、処理⽬的（減容、
安定化）と処理技術を検討

③下流から上流へのインプット情報を記載
例）「処分・再利⽤」から「前処理・処理・再加⼯」へ、レベ
ル区分の必要性の有無、ガス発⽣許容量、処分に有害と
考えられる物質の影響有無検討をインプット情報として提⽰

②上流から下流へのインプット情報を記載
例）「廃棄物」から「前処理・処理・再加⼯」へ、核種組成・核種濃
度、廃棄物の形状・⼨法、線量率（敷地境界線量の観点）をイン
プット情報として提⽰

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2８年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書に掲載予定
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廃棄物 ⼀時保管 前処理・処理・
再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

S1_圧⼒容器 ー （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S2_格納容器⾦属 ー （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S3_格納容器コンクリートー （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S4_建屋内⾦属 ー （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S5_建屋内コンクリート ー （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S6_⽡礫⾦属 ー （発⽣継続） （保管継続） （減容設備を計画） （計画済み） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S7_⽡礫コンクリート ー （発⽣継続） （保管継続） （減容設備を計画） （計画済み） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

可燃性雑固体、伐 S8_可燃物 ー （発⽣継続） （保管継続） （焼却処理中） （保管中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S9_吸着塔１ ＫＵＲＩＯＮ，ＳＡ
ＲＲＹ （発⽣継続） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S9_吸着塔２ モバイル浄化装置 （発⽣継続） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）
S10_多核種除去装置
３－１ スラリー （発⽣継続） （保管継続） 2020年※1 2020年※1 （将来検討） （将来検討） （将来検討）
S10_多核種除去装置
３－２ 吸着材 （発⽣継続） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）
S10_多核種除去装置
４－１ 処理カラム （発⽣継続） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S11_除染装置スラッジ ＡＲＥＶＡ （発⽣終了） （保管継続） 2020年※2 2020年※2 （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S12_フィルタb ⾼性能多核種 （発⽣継続） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S13_濃縮廃液 エバポ濃縮廃液 （発⽣停⽌中） （保管継続） （検討中） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討）
S14_デブリ取出し前の
発⽣廃棄物(横アクセ 横アクセス （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

S14-1_デブリ取出し前
の発⽣廃棄物(縦アクセ 縦アクセス （将来発⽣） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

汚染⼟壌等 （発⽣継続） （検討中） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）
⾦属（ＳＦＰ、サイトバ
ンカ保管物等） （発⽣終了） （保管継続） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）

樹脂 （発⽣終了） （保管継続） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討） （将来検討）
※1：東京電⼒ホールディングス株式会社，特定原⼦⼒施設放射性廃棄物規制検討会（第６回）資料２　スラリー、スラッジの安定化処理に向けた検討状況、２０１７年７⽉２５⽇
※2：東京電⼒ホールディングス株式会社，特定原⼦⼒施設監視・評価検討会（第５５回）資料４　地震・津波対策の進捗状況，２０１７年８⽉３０⽇

保管廃棄物

廃棄物分類

解体に伴って発⽣
する可能性のある
廃棄物

仮設処理装置、タ
ンク類

⽔処理⼆次廃棄物

デブリ取出し前の
発⽣廃棄物

⽩抜：将来検討
緑塗：発⽣継続，

計画済み，
検討中

全体を統合する⽅法を検討（廃棄物ごとの各ステップの開始時期の設定）

中⻑期ロードマップや東電HD殿の保管管理計画から、処理や保管の開始時期を記載した時間軸整理表を作成

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2８年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書に掲載予定
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以降、インプット整理表を廃棄物別に作成し、各ステップの欄に開始時期を記載する。また、研究進捗を⾊別に表⽰する。
これらを参照することで、必要な情報の整備・検討に過不⾜はないか、時期は適切か、点検できるようにして、開発項⽬を合
理化する。

全体を統合する⽅法を検討（各ステップの検討に必要な情報と課題の整理）

廃棄物 ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

核種組成
放射能濃度 －

処分対象廃棄物の物量
処分対象廃棄物仕様(浸出性、含有物、化
学組成、核種組成、放射能濃度、発熱性、
強度、線量率、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

－

廃棄体化物の物量
廃棄体化後の廃棄物仕様(浸出性、含有
物、化学組成、核種組成、放射能濃度、発
熱性、強度、線量率、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

廃棄前保管物の物量
廃棄前保管後の廃棄物仕様(浸出性、含有
物、化学組成、核種組成、放射能濃度、発
熱性、強度、線量率、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

処分・再利⽤（将来検討）
・処分区分

・廃棄体技術基準

－ －

廃棄前保管対象廃棄物の物量
処理物(固化体)の仕様(含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱
量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度、強度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

－

廃棄体化物の物量
廃棄体化物の仕様(含有物、化学組成、核
種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱量、腐
⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度、強度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

廃棄前保管（将来検討）
・保管容量
・保管⽅法

・廃棄確認⽅法

廃棄体を健全に保つ観点での保管への
要求

原廃棄物の発⽣量
分別程度
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱
量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表⾯線
量率)
分別程度
⼀時保管後の廃棄物仕様(形状、含有物、
化学組成、核種濃度、放射能濃度、ガス発
⽣程度、⾶散性、発熱性)

前処理・処理・再加⼯物の物量
前処理・処理・再加⼯後の廃棄物仕様(含
有物、化学組成、核種濃度、放射能濃度、
ガス発⽣程度、⾶散性、発熱性)
容器仕様(材質、形状、表⾯線量率)

保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表⾯線
量率)
保管後の廃棄物仕様(含有物、化学組成、
核種濃度、放射能濃度、ガス発⽣程度、⾶
散性、発熱性)

廃棄体化（将来検討）
・処理容量
・処理⽅法

廃棄確認項⽬
廃棄確認⽅法

レベル区分の必要性の有無
核種濃度制約
発熱量制約

－ －

前処理・処理・再加⼯対象廃棄物の物量
処理物の仕様(形状、含有物、化学組成、
核種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱量、
腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

保管（2020年）
・保管容量
・保管⽅法

廃棄体化までの保管期間(廃棄体化の処理
期間) － －

原廃棄物の発⽣量
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱
量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管物の物量
容器仕様(耐⽤年数、材質、形状、表⾯線
量率)
分別程度
⼀時保管後の廃棄物仕様(形状、含有物、
化学組成、核種濃度、放射能濃度、ガス発
⽣程度、⾶散性、発熱性)

前処理・処理・再加⼯
（2020年）
・処理容量
・処理⽅法

処理物を保管するのに必要な性状調査
要求

前処理・処理・再加⼯物の受け⼊れ⽅法
廃棄体化処理⽅法

廃棄確認項⽬
廃棄確認⽅法

レベル区分の必要性の有無
ガス発⽣許容量
処分に有害と考えられる物質の影響有無検
討

原廃棄物の発⽣量
分別程度
原廃棄物の仕様(形状、含有物、化学組
成、核種組成、放射能濃度、含⽔量、発熱
量、腐⾷性、⾶散性、ガス発⽣程度)
容器の仕様(材質、形状、表⾯線量率)

⼀時保管（保管継続）
・保管容量
・保管⽅法

前処理・処理・再加⼯までの保管期間
(再処理・処理・再加⼯の処理期間) － 廃棄体化までの⼀時保管期間(廃棄体化の

処理期間) － －

廃棄物（発⽣継続）
・廃棄物の物性把握

原廃棄物を保管するのに必要な性状調査
要求

原廃棄物を前処理・処理・再加⼯するのに必
要な性状調査要求 － 原廃棄物を廃棄体化するのに必要な性状

調査要求 － 処分に必要な性状調査要求

廃棄物 ⼀時保管 前処理・処理・再加⼯ 保管 廃棄体化 廃棄前保管 処分・再利⽤

作成：2017年度
国プロ「固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発」での実施内容から以下の通り⾊分けした。
⿊字：国プロの研究計画外
⻘字：国プロにて着⼿予定、⼀部検討済み
緑字：検討完了

各ステップへのインプットする情報

各ステップへインプットする課題

研究が進んでいる廃棄物と、
計画段階の廃棄物が視覚的に
分かるようになった

ストリームS10多核種除去装置スラリーは、
2020年の保管開始に向け、
廃棄物（性状把握）や前処理・処理・再加⼯
を中⼼に情報を取得（⻘塗・緑塗が多い）

時間軸整理表で将来検討予定としている
ストリームS1圧⼒容器は、
研究開発を計画中の段階（⿊塗りが多い）

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2８年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書に掲載予定
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全体を統合する⽅法を検討（廃棄物管理の全体像を確認）

：運用中

：計画中

廃棄前

保管
（全ストリーム）

滞
留
水
処
理
等
復
旧
対
策

吸着塔、ＨＩＣ保管施設
（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１２）

吸着塔（ＫＵＲＩＯＮ、ＳＡ

ＲＲＹ、モバイル浄化装置）、

多核種除去装置（吸着材、吸

着塔）、フィルタ（高性能多

除染スラッジ

濃縮廃液（蒸発濃縮廃液）

水処理２次廃棄物の処理・保管・廃棄体化のための設備、施設

（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１４）
Ｐ／ＭＢ Ｄピット

（ストリームＳ１１）

雑固体焼却設備
（ストリームＳ８）

金属、コンクリート等の

廃棄体化のための

設備、施設

（全ストリーム）

原
子
炉
・
建
屋
の
解
体
廃
棄
物

一時保管

（ストリームＳ６）

テント、覆土、屋外集積、屋外

容器収納、固体庫

保
管
廃
棄
物 樹脂

金属
（ＳＦＰ、サイトバンカ

保管物等）

がれき類

可燃性雑固体

仮設処理装置・タンク等

一次保管

（ストリームＳ１３）

可燃物一時保管
（ストリームＳ８）

伐採木

汚染土壌等

一時保管

（ストリームＳ８）

除染設備

金属廃棄物、コンクリート等の処理・保管 設備、施設
（ストリームＳ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ１４）

一時保管

燃料デブリ・燃料デブリ付着

物 保管施設

廃棄物の発生 廃棄体化 廃棄前

保管

前処理・処理

・再加工

水処理二次廃棄物

汚染土一時保管施設

大型廃棄物保管庫
（ストリームＳ９、Ｓ１０、Ｓ１２）

焼却炉前処理設備

増設雑固体焼却設備

増設固体廃棄物貯蔵庫
（ストリームＳ６）

減容処理設備
（ストリームＳ６）

増設固体廃棄物貯蔵庫
（ストリームＳ６）

解体に伴って発生する可

能性のある廃棄物

処分

・

再利用

一時保管

処分

・

再利用

デブリ取出し前の発生廃

棄物

保管

保管

ストリームＳ１４
次の処理フローと同じ扱いの組み合わせ

圧力容器（ストリームＳ１）、格納容器金属（Ｓ２）、格納容器コンクリート（Ｓ３）、建屋内金属（Ｓ４）、建屋内コンクリート（Ｓ５）、多核種除去装置（Ｓ１０）、フィルタ（Ｓ１２）

本図は、検討の進捗を反映して見直していく

焼却灰保管
（ストリームＳ８）

＋

一時保管

２次廃棄物等

２次廃棄物等

燃料デブリ付着物

２次廃棄物等２次廃棄物等

保管廃棄物については

今後検討が必要

２次廃棄物等

２次廃棄物等

多核種除去設備（スラリー）（ストリームＳ１０）

除染スラッジ（ストリームＳ１１）

直
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５
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に
方
針
を
決
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範
囲

固
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管
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方
針
を
決
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て
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く
範
囲

・ストリーム：各廃棄物のステップ毎の対応時期や設備計画を反映して修正
・技術課題：個別の廃棄物毎に、課題と成果の整合を評価し技術課題を抽出した。

廃棄物ストリーム１次案の作成例

時間軸毎に廃棄物を分類。
上から、
・直近５年で対策が必要な範囲（案）
・保管管理計画等で⽅針が決まっている範囲
・時間をかけて⽅針を決めていく範囲

図は技術研究組合 国際廃炉研究開発機構，平成2８年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物
の処理・処分に関する研究開発）」 研究報告書に掲載予定
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まとめ

廃棄物ストリームでは、１Ｆの全ての廃棄物をリスト化（廃棄物リ
スト）し、分類した廃棄物毎に処理の選択肢を検討（処理フローの
構築）した。
また、英国の知⾒を取り⼊れＢＰＥＯ⼿法による処理の選択肢の

絞り込みを試⾏した。
そして、既往研究で得られた最新の成果を反映し、進捗、成果の整

合性、及び残された課題を統合して⾏く⼿法の構築に着⼿した。

今後、研究開発で得られる課題や成果を取り込んで廃棄物ストリー
ムを繰り返し検討し、それに基づく評価を⾏っていく計画である。
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おわりに
本成果は、経済産業省／
平成25年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（事故廃棄物処理・処分技術の開発）」
平成26年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」
平成28年度補正予算「廃炉・汚染⽔対策事業費補助⾦（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」

により得られたものです。

また本検討は、

技術研究組合 国際廃炉研究開発機構の下、
東芝エネルギーシステムズ株式会社
三菱重⼯業株式会社殿
⽇⽴ＧＥニュークリアエナジー株式会社殿

の三社協⼒体制にて推進しております。


